
山形大学入試問題・前期 2024.3.14(木)

１ ２０２２年度 数学

（１／１）

【第１問】

上図のような正方形の区画から構成される道路があり，点Ａを出発地点とする。「北」，

「東」，「その場に留まる」と書かれた３枚のカードから無作為に１枚を引き，「北」を

引いたら北に向かって１区画進み，「東」を引いたら東に向かって１区画進み，「その場

に留まる」を引いたらその場に留まる。ただし，カードの指示通り移動できない場合には

その場に留まるとする。その後，引いたカードはもとに戻す。この操作を繰り返すとき，

次の問いに答えよ。

(1) ３回操作を繰り返したとき，点Ｂにいる確率を求めよ。

(2) ５回操作を繰り返したとき，点Ｃを通って点Ｄにいる確率を求めよ。

(3) ５回操作を繰り返したとき，点Ｂを通らずに点Ｄにいる確率を求めよ。

(4) ６回操作を繰り返したとき，点Ｄにいる確率を求めよ。

(5) ７回操作を繰り返したとき，点Ｂ，Ｃ，Ｄのうち２つを通って点Ｅにいる確率を求め

よ。

【入試情報】山形大学の入試問題(２０２２年度・数学)は，第１問から第６問まであり，

学部に応じて，次のように解答することが求められております。

人文社会科学部 第１，２，３問 ( ９０分)

理学部 第１，３，４，５問 (１２０分)

医学部 第１，３，５，６問 (１２０分)

農学部 第１，２，３，４問 (１２０分)

★

■今回は，第１問(1)～(5)の全問の解答です。

第１問は，「数学Ａ・独立な試行の確率」からの出題です。

■２０２２年度・第１問が解けるようになる基礎教材（数専ゼミオリジナル教材）

・数学Ａ 独立な試行の確率 №７(１／６)，№２(１／１１)～(２／１１)

・数学Ⅱ 整式の乗法・除法と分数式 №１５(１／７)・多項定理

これらの教材を学習してから入試問題（第１問）を解いてみてください。

すらすらと解けることにびっくりします。

（次のページへつづく）Æ
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【注】数専ゼミの高校数学教材は，山形大学医学部の入試問題にフォーカスをあてて作成

してあります。だから，この教材を学び切ることで，医学部の入試問題を解く力が

自然に身につきます。

【注】山形大の問題は，ほとんどが，前の問の結果をうまく取り込むことで，次の問題が

簡単に解けるように作問されています。

この技術をうまく使えるようになることが高得点を取る秘訣です。

第１問の(5)では，(1)～(3)については，その結果をそのまま利用できます。

［答 案］

０ (根元事象の確率)

１回の試行で「北」を引く確率は これを↑で表す。

１回の試行で「東」を引く確率は これを→で表す。

１回の試行で「その場に留まる」を引く確率は これを×で表す。

(1) ３回操作を繰り返したとき，点Ｂにいる確率を求める。（Ａ→Ｂ）

これを図で表すと，

１回 ２回 ３回 Ï各回の試行は独立だから積

１パターン ↑ → →

パターン数 ・ ・ ＝

確率 ＝

(2) ５回操作を繰り返したとき，点Ｃを通って点Ｄにいる確率を求める。（Ａ→Ｃ→Ｄ）

これを図で表すと，

１回 ２回 ３回 ４回 ５回 Ï各回の試行は独立だから積

１パターン → → → ↑ ↑

パターン数 ・ ・ ・ ・ ＝

１

確率 ＝

(3) ５回操作を繰り返したとき，点Ｂを通らずに点Ｄにいる確率を求める。

０ (場合分け)

(ⅰ) 事象Ｘ：５回操作を繰り返して点Ｄにいる。

(ⅱ) 事象Ｙ：５回操作を繰り返して点Ｂを通り点Ｄにいる。

（次のページへつづく）Æ
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(ⅰ) Ｘについて(Ａ→Ｄ)

これを図で表すと，

１回 ２回 ３回 ４回 ５回 Ï各回の試行は独立だから積

１パターン ↑ ↑ → → →

パターン数 ・ ・ ・ ・ ＝

確率Ｐ(Ｘ)＝ ＝

(ⅱ) Ｙについて(Ａ→Ｂ→Ｄ)

・Ａ→Ｂについては(1) より，

・Ｂ→Ｄについて，

これを図で表すと，

１回 ２回 Ï各回の試行は独立だから積

１パターン ↑ →

パターン数 ・ ＝

確率 ＝

・よって，Ａ→Ｂ→Ｄについて，

確率Ｐ(Ｙ)＝ ・ ＝

(ⅰ)，(ⅱ)より，求める確率は

Ｐ(Ｘ)－Ｐ(Ｙ)＝ － ＝

(4) ６回操作を繰り返したとき，点Ｄにいる確率を求める。

これを図で表すと，

１回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６回 Ï各回の試行は独立だから積

１パターン ↑ ↑ → → → × Ï×は動かない。

パターン数 ・ ・ ・ ・ ・ ＝

・ ・

確率 ・ ・ Ï多項定理

＝

＝

（次のページへつづく）Æ
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(5) ７回操作を繰り返したとき，点Ｂ，Ｃ，Ｄのうち２つを通って点Ｅにいる確率を求める。

０ (場合分け)

(ⅰ) 事象Ｘ：７回操作を繰り返して「点Ｂと点Ｄ」を通る場合。

(ⅱ) 事象Ｙ：７回操作を繰り返して「点Ｃと点Ｄ」を通る場合。

(ⅰ) Ｘについて(「点Ｂと点Ｄ」を通る場合)

・Ａ→Ｂについては(1) より，

・Ｂ→Ｄについては(3) より，

・Ｄ→Ｅについては，Ｂ→Ｄの場合と同じで，

よって，Ａ→Ｂ→Ｄ→Ｅの場合の確率は

確率Ｐ(Ｘ)＝ × × ＝

(ⅱ) Ｙについて(「点Ｃと点Ｄ」を通る場合)

・Ａ→Ｃ→Ｄについては(2) より，

・Ｄ→Ｅについては，Ｂ→Ｄの場合と同じで，

よって，Ａ→Ｃ→Ｄ→Ｅの場合の確率は

確率Ｐ(Ｙ)＝ × ＝

(ⅰ)，(ⅱ)より，求める確率は

Ｐ(Ｘ)＋Ｐ(Ｙ)＝ ＋ ＝ ＋ ＝ Ï排反事象の加法定理
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